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獣医師生涯研修事業

獣医師生涯研修事業のページ

日獣会誌　76　34～36（2023）

このページは，Q & A形式による学習コーナーで，小動物編，産業動物編，公衆衛生編のうち 1編を毎月掲

載しています．なお，本ページの企画に関するご意見やご希望等がありましたら，本会「獣医師生涯研修事業

運営委員会」事務局（TEL : 03-3475-1601）までご連絡ください．

症例： 豚，バークシャー種，雌，180日齢
農場の飼養状況： 当該農場は外部農場から豚を導入し 3

～4カ月間肥育して出荷する肥育農場である．飼養場
所はコンクリート製の開放豚舎であるが，悪天候時を
除き隣接する屋外放牧場にて数時間放牧させている．
この間に豚舎内は水洗されるため，豚舎の床面は比較
的清潔に維持されている．なお発生時，飼料は市販配
合飼料の制限給餌であった．
発生状況： 導入の約 1カ月後に同居豚 10頭中 1頭で粘
液と血液を含む淡赤褐色泥状～水様の便を呈した．発
症豚は活力・食欲ともに顕著な低下は見られないもの

の，同日・同月齢で導入された同居豚と比べやや削痩
しており，下痢便の懸濁標本を鏡検するとヘビ様で活
発に運動する物体を確認した．疾患 A（質問 1）を疑い
リンコマイシンを 3日間投与したところ症状は改善し
たが，同居豚の一部で軽度の粘血便と下痢が続発した．

質問 1： 疾患 Aとして考えられたのは何か．また鑑別す
べき疾患にはどんなものがあるか．

質問 2： 確定診断のためにどのような検査を行うべきか．

（解答と解説は本誌 35 頁参照）



表　Brachyspira属菌の性状

菌　種 溶血性 インドール産生 α-グルコシダーゼ β-グルコシダーゼ α-ガラクトシダーゼ

B. hyodysenteriae 強 ＋ ＋ －
B. pilosicoli 弱 － 不定 不定 －
B. hampsonii 強 － － －
B. suanatina 強 ＋ ＋ －

参考文献［4］より引用（一部抜粋，改変）

35

獣医師生涯研修事業

解 　 答 　 と 　 解 　 説

質問 1に対する解答と解説：
発症豚の症状及び同居の豚で同様の症状が続発し
たという状況から出血を伴う感染性下痢症が疑われ
る．加えて，下痢便中にヘビ様で運動性の物体（菌
体，図参照）を確認していること，リンコマイシン
による治療に反応が見られること等から，疾患 A

は Brachyspria属菌による出血性腸炎と考えられ
た．豚への病原性が報告されているものとしてはB. 

hyodysenteriaeによる豚赤痢や B. pilosicoliによる
豚結腸スピロヘータ症が代表的である．
豚赤痢はBrachyspira hyodysenteriaeにより引き
起こされ，肥育豚群に好発する疾病で，届出伝染病
に指定されている．主症状は粘血便の排泄である
が，不顕性に感染している場合も多く，ストレスや
他の病原体との混合感染等により顕在化すると考え
られている．このような豚は保菌豚となり長期間
菌を排泄するため本病清浄化の障壁となる．豚結腸
スピロヘータ症は一般に豚赤痢ほど重症化すること
は少ないものの，豚赤痢と同様に飼料効率低下や発
育遅延をもたらすことから，経済的損失の大きい疾
病である．さらに近年北米やヨーロッパにおいてB. 

humpsonii，B. suanatinaに関連する豚赤痢様疾病
も報告されている．

肥育期の豚において赤痢便の排泄をみる疾患の代
表的なものとしては，他に増殖性腸炎，豚鞭虫症，
サルモネラ症等があげられる．また近年 Entamoeba

属原虫の関与が疑われる出血性大腸炎の症例も報告
されている．これらの疾患は必ずしも典型的な症
状を呈さない場合もあるばかりでなく，野外例では
混合感染等により症状が多様化・複雑化しており，
主要因の特定が困難な場合も多いが，疾病防除の観
点から，鑑別診断が重要と考えられる．
類似疾病の診断法を以下に概説する．
増殖性腸炎：人工寒天培地での原因菌の分離・培
養はできないため nested PCRにより原因菌である
Lawsonia intracellularisの遺伝子を検出する．た
だし確定診断には病理組織検査及びワルチン・ス
ターリー法あるいは免疫組織化学的染色による原因
菌の検出が必要である．
豚鞭虫症：糞便あるいは環境試料を用い浮遊法等
で鞭虫卵を検出する．急性豚鞭虫症の場合，糞便か
らの虫卵の検出率は高くないため，判断には注意が
必要である．
サルモネラ症：糞便からDHL寒天培地等の選択
培地を用いて原因菌を分離する．必要に応じて増菌
培地を利用する．分離菌は診断用血清を用いた型別
（O群，H抗原），生化学的性状及び PCR等を用い
て同定する．
アメーバ症：糞便もしくは組織内の虫体を鏡検に
より確認する．種の同定には SSU rRNA遺伝子の
PCR及びシークエンス解析等の分子生物学的検査
手法が利用されている．

質問 2に対する解答と解説：
Brachyspira属菌の場合，確定診断には腸内容か
らの原因菌の検出が必要である．分離培養には抗菌
薬を添加した血液寒天培地を用いる．抗菌薬として
はスペクチノマイシン（400μg/ml），コリスチン
（25μg/ml），バンコマイシン（25μg/ml）が利用さ
れ，複数の抗菌薬に加えて豚糞便抽出液を添加した

図　Brachyspira hyodysenteriaeの位相差顕微鏡像 
（参考文献［4］より引用）
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※次号は，小動物編の予定です

もの（BJ培地）も利用される．材料を培地に接種
し 37～42℃で 3～5日間嫌気培養を行う．分離菌
の鑑別にはβ溶血斑や生化学的性状の確認，PCR

が用いられる（表）．
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職員（獣医師）
申込要件

 県内どこでも勤務できること

選考⽅法
 面面接接試試験験

面接日時及び場所は、令和５年２月１０日ま
での間で、応募者と相談の上決定します。

採⽤予定⽇ 募集期間
 令和５年２月３日まで

合格者が採用予定数に達した時点で募集を締
め切る場合があります。

ブロイラー飼養⽻数 全国 1 位
豚飼養頭数 全国 2 位
⾁⽤⽜飼養頭数 全国 3 位

（令和3年2⽉1⽇ 現在）

宮崎の畜産を⼀緒に
盛り上げましょう！

配属先は
○家畜保健衛⽣所
○⾷⾁衛⽣検査所
○保健所
○動物愛護センター
○畜産試験場
○衛⽣環境研究所
○本庁

等になります。

 令和５年４月１日以降

本県の状況及び応募者の都合に応じて、随時採用
する場合があります。

職員（獣医師）

お問い合わせ
農政水産部 畜産新生推進局 家畜防疫対策課

TEL：0985-26-7139（直通）
E-mail：shinsei-kachikuboeki@pref.miyazaki.lg.jp

宮崎県職員獣医師 検索 ククリリッックク

宮崎県 総務部 人事課
TEL：0985-26-7009（直通）

住所：〒880-8501 宮崎市橘通東２丁目１０番１号

県庁ＨＰに採⽤試験案内の詳細を掲載しています。


